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1 ．はじめに

近年，学校現場における児童生徒等を取り巻く環境の

変化や進展に伴い，学校安全の在り方を時代の変化に合

わせて見直していくことが必要とされている . 学校安全

は，学校保健，学校給食とともに学校健康教育の 3 領域

の 1 つであり，それぞれが独自の機能を担いつつ，相互

に関連を図りながら，児童生徒等の健康や安全を確保す

るとともに，生涯にわたり，自らの心身の健康を育み，

安全を確保することのできる基礎的な素養を育成してい

くために一体的に取り組まれている .

養護教諭の職務には，大きく保健管理（救急処置，健

康診断，健康観察，疾病の管理 ･ 予防，学校環境衛生管

理），保健教育（各教科等における指導への参画），健康

相談及び保健指導（心身の健康課題に関する児童生徒等

への健康相談，健康相談等を踏まえた保健指導），保健

室経営，保健組織活動等があり，養護教諭は児童生徒等

の養護をつかさどっている . さらに，児童生徒の養護を

つかさどるため，日ごろからのリスクマネジメントが重

要である . しかし，養護教諭は，学校現場で複数配置で

ないことが多く . 新任養護教諭にとってはどの場面がリ

スクとなるのかを考え判断することが難しいことが考え

られる . 養護教諭は，子どもたちの安全と健康に関連す

る職務が多くあり，学校内で生徒と教職員の安全と健康

を保つための重要な存在である . 

2 ．｢ 学校安全の推進に関する計画 ｣の策定

2012 年 4 月，文部科学省は，学校保健安全法に基づき

｢学校安全の推進に関する計画｣を策定した.この計画は，

｢ 生活安全，交通安全，防災教育を含めた災害安全を強

化する観点から，国が取り組むべき安全に関する教育の

充実や，地域社会，家庭との連携を図った学校安全の推

進など ｣ が掲げられている .2022 年 3 月 ｢ 第 3 次学校安

全の推進に関する計画 ｣ が策定された . 主要指標として，

①教員養成大学における，学校安全の取扱状況（学校

安全の 3 領域，正常性バイアスなどの心理的な側面
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のリスク要因の取扱い等）

②教員養成大学における，AED を用いた実習を含む

一次救命措置（BLS）の実施状況

が示されており，具体的な方策として，

①学校安全に関する組織的取組の推進

②家庭，地域，関係機関等との連携 ･ 協働による学校

安全の推進

③学校における安全に関する教育の充実

④学校における安全管理の取組の充実

⑤学校安全の推進方策に関する横断的な事項等

4 つの基本的な方向や具体的な方策が示された . 特に①

学校安全に関する組織的取組の推進の中で ｢ 教員養成に

おける学校安全の学修の充実 ｣ が示されており，教員養

成において，学校安全に関するリスクマネジメントが重

要であり，事故や災害が生命や健康に危険をもたらす可

能性があるため，危機管理の知識と視点を備えた教育者

を育成することが必要であることが分かる . 

また，教員養成段階では，過去の事故や災害の事例を

用いて心理的な側面についても学習し，学校内で同様の

問題を未然に防ぐための知識と視点を養う必要があり，

防災教育を通じて児童生徒の資質と能力を育む視点も大

切であることが示されている .

現在の教職課程では学校安全に関する科目が扱われる

こととなっているが，大学等の教員養成大学では，学校

安全の 3 領域全てを深く理解するための十分な学修が確

保されていない点が懸念されている （文部科学省，2022

年） . 学校安全の 3 領域については図 1 に示す .

図 1　学校安全の構造（文部科学省.2021）

3．養護教諭の職務と学校安全について

大川らは， 2017 年 6 月に ｢ 養護教諭養成大学におけ

る教育課程の現状に関する調査 ｣ を 126 大学 145 養成課

程を対象に実施し 2020 年に ｢ 養護教諭養成課程コアカ

リキュラム（養大協版）2020｣ より，卒業時に目指す養

護教諭の資質能力として次の 4 つを示している .

①子供の健康課題について科学的根拠を基盤として，

的確にアセスメントする力

②多職種と連携 ･ 協働しながら，子供自身が問題解決

できる能力形成を支援する力

③子供の ｢ 生きる力 ｣ を育む資質能力

と設定し，到達すために必要な事項としてⅠ群 ｢ 養護及

び養護教諭に関する基礎的理解 ｣ Ⅱ群 ｢ 子供と子供を取

り巻く環境の理解 ｣，Ⅲ群 ｢ 養護実践の方法の基礎的 ･

基本的理解 ｣，これらの群を統合した内容として，Ⅳ群

｢ 養護実践の展開の理解 ｣ を配置し，Ⅰ群を根幹にⅡ ･

Ⅲ ･ Ⅳ群へ深化するという理念で構成されている .

特に学校安全 ･ 危機管理に関連する項目は，Ⅰ群 ｢ 養

護及び養護教諭に関する基礎的理解 ｣，Ⅲ群 ｢ 養護実践

の方法の基礎的 ･ 基本的理解 ｣ に含まれている . それぞ

れ目標として ｢3）学校保健 ･ 学校安全の基礎的 ･ 基本的

事項を理解すること ｣｢7）学校安全 ･ 危機管理の意義と

目的をふまえた上で，その内容と方法を理解する .｣ こと

が示されており，学校保健法等の一部を改正する法律の

施行および ｢ 子供の心身の健康を守り，安全 ･ 安心を確

保するために学校全体としての取組を進めるための方策

について ｣（答申）より，学校における健康 ･ 安全に関

する考え方や養護教諭の職務をもとに構成されている .

次に，学校安全について確認したい . 文部科学省は，

学校は，子供たちが集い，人と人との触れ合いにより人

格の形成がなされる場であり，そのような場において，

子供たちの安全が確保されることは大変重要であると示

し，学校安全のねらいについて ｢ 幼児，児童及び生徒（以

下 ｢ 児童生徒等 ｣ とする .）が，自他の生命尊重を基盤

として，自ら安全に行動し，他の人や社会の安全に貢献

できる資質や能力を育成するとともに，児童生徒等の安

全を確保するための環境を整えること ｣ であるとしてい

る . 学校安全は，子どもたちの命を守る非常に重要な教

育活動及び学校経営上の取組である .

教員養成段階の学校安全に関する教育についての先

行研究には，国立大学教員養成大学における学校安全に

関する教育の取組状況について（根岸，2014 年），教員

養成段階での学校安全 ･ 危機管理に関する教育（熊丸，

2018 年）また，実践報告については教員養成課程にお

ける ｢ 学校安全 ｣ についての学び─教育制度論での授業

実践報告─（鳴海，2020 年）などがある . 養護教諭養成

課程における安全教育についての調査はみられず，また

第  3 次学校安全の推進に関する計画が策定される以前の
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養護教諭養成課程における学校安全に関する教育内容の検討－シラバス分析を通して－

調査である . 以上により，本稿では現在，教員養成のう

ち学校安全に大きな役割を担う養護教諭養成段階では，

学校安全に関してどのような教育がされているのだろう

か . 養護教諭養成大学において取り組まれている学校安

全に関する教育について特徴や課題を整理していきたい.

4 ．目的と方法

第 3 次学校安全の推進に関する計画にもあるように学

校安全の 3 領域全てを深く理解するための十分な学修が

確保されていない点が懸念されており，教員養成課程に

おいても取り扱われる回数の少なさや他の授業内容との

つながりの少なさなどが指摘されている （熊丸 .2018 年） 

. 本稿では，養護教諭養成課程において学校安全に関す

る科目や授業が開講されているのか，開講されている場

合の講義内容の実態を調査する . 方法については，Web

で公開されている国立大学における養護養成大学 16 校

（73 科目）が公開している専門科目のシラバスを対象

に調査していくこととする . シラバスの収集については

｢ 学校安全 ｣ および安全教育を構成している ｢ 安全管理

｣.｢ 危機管理 ｣.｢ 組織活動 ｣ を含めたキーワード検索を

行い該当するものを対象とした . また，本稿では，基 礎

的データを得ることを目的とするため国立大学に限定し

調査を実施した .

5 ．結果

養護教諭養成大学における各授業の内容については表

1 のように類型化した . 図 2 より養護に関する科目とし

て養護教諭免許を取得するための修得すべき教科として

｢ 学校保健 ｣ が含まれているため，学校安全については

「学校保健」の授業内容の一部として取り扱われている

大学が多かった . 内容としては，養護教諭の主な業務に

も含まれる学校環境衛生に関する内容や応急処置，児童

生徒の精神的なケアに関する内容が見られた . また，「教

育社会学」，「教育経営学」など教育の基礎理論に関する

科目においても授業内容の一部として取り上げられてい

ることが明らかとなった . また，必修科目として授業に

おいて学校安全を 15 回通して扱っている授業があり，

学校安全・危機管理の意義や交通安全，夏季の事故防止

（熱中症，水の事故など），防災教育や防犯教育，避難

訓練の考え方と進め方など，児童生徒に対する具体的な

安全教育を扱っている授業を開講している . その他，「養

護実習指導」（45.6%）において学校保健などで学習した

学校安全に関する内容を復習する形で授業内容に取り入

れていることを読み取ることが出来た . また，「教職実

践演習」（48.2%）では， 大学での教職課程の履修を通じ

て教員として最小限必要な資質能力の全体について，確

実に身に付けさせるとともに，その資質能力の全体を明

示的に確認することを目的に，教職志望学生を対象に，

すべての科目を履修済みあるいは履修見込みの時期に

ロールプレイなどを取り入れた実践的な学校安全に関す

る演習を取り入れている大学も見られた . 表 1 の分類を

もとに，調査代表の 16 大学のうち，どのくらいの大学

が各授業を開講しているのか，割合を示したものが図 2

表 1　学校安全に関する授業科目及び内容の分類

授業名 主な内容（一部）
学校保健 ･ 学校環境衛生と学校安全

･ 応急手当
･ 学校における安全管理と安全教育（危険予知ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞや防災対策について）
･ 学校における安全と防犯 ･ 防災および救急処置
･ 児童生徒にみられるこころの問題について

教育社会学 . 教育経営学
その他

･ 学校管理下での危機管理
･ 事故対応を含めた学校安全の必要性
･ 安全上の課題に対応した安全管理 . 安全教育の取り組み

学校安全と危機管理 ･ 学校安全 ･ 危機管理の意義
･ 学校安全活動の構造と領域
･ 学校安全からみた児童生徒の課題

養護実習指導 ･ 学校環境衛生について
･ 応急処置

教職実践演習 ･ 安全管理と安全教育

図 2　学校安全に関する内容を取り扱っている科目
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である .

6 ．まとめ

養護教諭養成大学のうち，学校安全を全般的に取り上

げている科目は非常に少なく，学校安全に関して取り上

げている科目としては，免許取得に ｢ 学校保健 ｣ が必要

であるため，学校安全については，応急処置や精神保健

に関連する授業内容が多く取り扱われていた . また，15

回通して ｢ 学校安全 ｣ を学ぶ機会のある養成大学は少な

い現状である . 学校安全を包括的に取り上げている科目

を設置している養成大学は少ない現状である . また，教

育理念や制度に関する授業の中で，学校安全については

一部取り上げられており，系統立てて学ぶことが困難な

状況であることが分かる .

養護教諭の職務には，児童生徒の養護をつかさどるた

め，日ごろからのリスクマネジメントが重要である . し

かし，養護教諭は，学校現場で複数配置でないことが多

く，新任養護教諭にとってはどの場面がリスクとなるの

かを考え判断することが難しいことが考えられる .

文部科学省より，教員養成段階における学校安全に関

する教育を強化する方針を固め 2022 年 3 月 ｢ 第 3 次学

校安全の推進に関する計画｣が策定されている .今後は，

養護教諭として学校安全を担う中核として行動できる養

護教諭の養成を目指し学校安全についての具体的な授業

内容を検討していく必要があることが考えられる . 本稿

では，公開されたシラバスが調査対象であり，学校安全

について養護教諭養成段階でどのような知識を習得すべ

きかまでは明らかになっていないため，今後の課題とし

て挙げられる .
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